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キュウリ縁斑モザイクウイルスに関する研究
第 3報 メチルプロマイドによる土中のウイルスの不活化




















































を不活化した.メチルブロマイドの薬量と TMVによる N.glufinosaの locallesion数
との関係も Johnsonらの成績に似ており， TMVの完全な不活化には48時間処理で640g
jm3 (4 lbj1∞ ft3)の薬量を要した(第1図B)，一方， CGMMVに対しては.クロールピ
告白 1表 土に埋めた CGMMVおよび TMVに対するメチルプロマイド
の不活化効果 (201入り密閉容器での実験1)
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処理期間中の気温:最高33.70C，最低23.70C，平均29.1. 27.90 C 
クロー ルピクリ γの薬量は5∞g/m3
-2∞一
第 1図 土中に埋没した CGMMV(A)および TMV(B)に対する
メチルブロマイドのウイルス不活化効果の判定
(A) 第2表参照左，メチルプロマイド 55g/m348時間処理:右半葉は無処理区




顕著であった.茎(生組織)をウイルス材料とした場合，薬量160g/m3(1 lb/100 ft3)， 
24時間処理したものでウイルス不活化が不完全であった他は，生葉，乾燥葉，茎のいずれ
についてもすべて完全な不活化作用が認められた.
実 験 2 (薬剤処理期間: 8 月 8~9 日.処理期間中の気温:最高 34.5 0 C .f最低24.6 0 C
平均28.7，29.40 C)ウイルス材料に病植物生葉と根を用い，メチルブロマイドは薬量を










第 2表 土に埋めた CGMMVに対するメチルプロマイドの
不活化効果 (201入り密閉容器での実験2)
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実験 3 (薬剤処理期間: 8 月 23~24 日，処理期間中の気温:最高30.2 0 C ，最低24. goC， 
平均28.0，27.00C)前の実験結果確認のために， 実験2と同じ薬量を用いて試験した.
第 3表に結果を示したように，実験2の場合と同じく， 55gjm3 1日処理区で効果が不十
分であった他は，どの処理区でもウイルス不活化は完全と認められた.



















実験 4 (薬剤処理期間: 9 月 22~23 日，処理期間中の気温:最高 23.50 C ，最低17.0o C ，
平均20.8，18.30C)秋の低温期に少ない薬量での効果がどのように変るかを試験した.
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469 430 47 。
キュウリ幼苗10本中の発病本数・48時間処理のものにつきベチュニアの接種
業各5枚に生じた locallesion数の合計
処理期間: 9 月 22~23 日
処理期間中の気温:最高23.50C，最低17.0oC.
平均20.8および18.30C









TMVを比較ウイルスとして用いた.実 処理時間hr 48 
験結果を第5表に示す.TMVは夏高温下主主37J o 1伺 抑 ω ω 
時(実験1)の場合と異なり 640gjm3の 60MMV IV 1 0 0 0 








処理期間:10 月 18~19 日
処理期間中の気温:最高21.80C，最低8.70C，
メチルブロマイドは密閉した容器中で、 平均14.1， 16. 00 C 
∞ MMVを効果的に不活化することが判明し 第6表畑に埋めた CGMMVに対す
たので，畑でも同様の効果を期待できるかどう
か調べた.実験はほぼ同じような設計で2回反
復して行ない， 処理時聞は 48時間とした. 実




平均29.7，29. 40C ，実験 2では最高 31.30 







料さ坦授のcm 0 前 120 180 
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20 。 。 。
30 。 。 。
キュウリ幼酋12本に接種して発病した本数



















整理署躍&m 深さ cm 0 ω 叫 180 
















































































は効果が不完全であったが， 640g/m3( 4 lb/l00 fめでは完全な不活化が認められ.Wiggs 



































ス不活化の有無を調べた. 15~640gjm3 の範囲の薬量を用いて処理した後， キュウリ幼
苗およびチョウセンアサガオに接種して処理効果を検定した.夏の高温条件下(平均気温
27.0~29.40C) では 55gjm3 1日処理の場合が不完全であった他は， これ以上の薬量で
すべて完全な∞MMV不活化が認められた.一方，秋の比較的低温条件(平均気温14.1
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